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千葉県がん対策推進計画の取組（医療　令和３年９月末時点）

大
項
目

中
項
目

小
項
目

項目 計画改定時点
目標

＜令和５年度＞
現状値

達成状況
（％）

小児がんの対策

千葉県小児がん診療医療機関実態調査から明らかになった実態と併せて、県
内のがん医療や小児医療を担う医療機関等の関係者と連携を推進していきま
す。

県

　医療機関のネットワーク化及び小児がん患者とその家族等への支
援体制の整備を検討する基礎資料とするため、千葉県小児がん診療
医療機関実態調査を実施し、結果を県ホームページにて公開してい
る。

　引き続き、千葉県小児がん診療医療機関実態調査を継続して実態
を把握するとともに、小児がん診療に携わる地域の医療機関が相互
に連携するネットワーク体制を推進するために、小児がん診療連携
および支援体制の充実や効果的な施策について検討する。

千葉県小児がん診療医療機関実態調査を継続していくことで、在宅医療の実
態の把握方法について検討します。

県

　千葉県小児がん診療医療機関実態調査にて、地域医療連携のため
には医療機関の診療機能に関する情報公開等が必要であるという意
見が多いことを把握したため、専門的な治療を終えた患者の予防接
種や風邪・けがの診療に対する連携状況を調査し、県ホームページ
にて公開している。

　千葉県小児がん診療医療機関実態調査の調査項目に、在宅医療に
おける移行期医療や晩期合併症の診察における連携状況を追加す
る。
　また、小児がん診療を実施している診療所も調査対象に加える
等、引き続き、医療機関（病院、診療所）の診療機能に関する把
握、情報公開に努める。

ＡＹＡ世代のがんの対策

国は、小児がん拠点病院で対応可能な疾患と成人領域の専門性が必要な病態
とを明らかにし、その診療体制を検討することや、多様なニーズに応じた情報
提供や、相談支援・就労支援を実施できる体制の整備について、対応できる医
療機関等の一定の集約化に関する検討をするとしています。

拠点病院等は、専門的な治療施設の整備、遺伝性腫瘍、生殖医療に関する連
絡体制の整備に取り組んでいきます。また、県においては、国の動向を踏まえ
ながら、今後の方策を検討していきます。

県

　千葉県小児・ＡＹＡ世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進
事業を開始し、経済的な負担を軽減している。
 がん治療実施医療機関と妊孕性温存療法実施医療機関における、
がん・生殖医療ネットワーク連携体制整備に取り組んでおり、千葉
大学医学部附属病院に千葉県がん・生殖医療相談支援センターを設
置し、情報提供や相談支援体制を整備している。

　今後も、多様なニーズを持つＡＹＡ世代のがん患者が前向きに治
療に取り組めるよう、患者支援事業を推進していく。
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達成状況
（％）

医療・教育・就労・福祉全般に渡る相談支援体制の整備

　子ども・ＡＹＡ世代のがん患者が治療を受けながら学業を継続できるよう、
医療関係者と教育関係者が連携し、入院・療養中の教育支援、退院後の学校・
地域での受け入れ支援体制の整備等を進めていきます。

県

　教育関係各課と連携し、入院・療養中の子ども・ＡＹＡ世代のが
ん患者への教育支援について患者会との協議の場を設定した。千葉
県小児がん医療機関実態調査を実施し、入院中の教育環境について
千葉県ホームページにて公開している。

　教育関係者と医療関係者の連携が不可欠であるが、双方の連携の
仕方や情報共有の方法、子ども・ＡＹＡ世代のがん患者の教育支援
に対する認識が十分ではない場合も少なくない。
　入院中の患者との遠隔授業を行うためには、病室でのWi-Fi環境
の整備が必要となる。
　教育支援について、千葉県ホームページ、「千葉県がん情報　ち
ばがんなび」にて情報を提供するとともに、「小児・ＡＹＡ世代が
んの講演会」の対象に教育関係者を加える等、双方の理解を深める
取組み、橋渡しとなる取組みを実施していく。

　小児がんで小児慢性特定疾病医療費助成制度を受給中の患者や家族に対し、
健康福祉センター（保健所）等において、患者・家族からの相談に応じ、必要
な情報や助言を行います。
　また、医療・保健・福祉・教育・就労分野等の関係機関と連絡調整等の業務
を行い、患者等の健全育成、自立促進の支援を図っていきます。

県

　健康福祉センター（保健所）等において、日常生活上の悩みや不
安の解消につながるよう、関係機関との連絡調整、情報提供、助言
等を行っている。
 また、地域の実情に応じたテーマで、患者や家族のための交流会
や、支援者向けの研修会を開催している。

　健康福祉センター（保健所）等において、患者・家族への支援を
行うとともに、関係機関の協議の場に参加し、地域における課題の
整理や社会資源の開発等を行いながら、支援のための地域作り、連
携の推進を図っていく。

　子ども・ＡＹＡ世代のがんについて理解を図るために、医療機関や相談体
制、教育支援等の情報収集を進め、「千葉県がん情報 ちばがんなび」や千葉
県ホームページに掲載し周知に努めます。

県

　千葉県ホームページに千葉県小児がん診療医療機関実態調査で把
握した相談体制、教育支援情報を、「千葉県がん情報　ちばがんな
び」に、小児がん患者・家族向け情報冊子を掲載している。

　就学・就労・妊娠・長期フォローアップ・晩期合併症等の相談体
制、教育支援情報に対する情報を「千葉県がん情報　ちばがんな
び」に追加し、更なる情報提供、周知を図る。

小児がんにおけるピア・サポート活動

　同じ仲間による支援（ピア・サポート）が闘病中の患者・家族の大きな支え
となることから、ピア・サポートサロンの開催やピア・サポート活動に参加す
る人材の資質の向上のための研修を行います。

県

　ピア・サポート活動に参加する人材の資質の向上、患者・家族間
の交流を促進することを目的として、 交流会・講演会を実施して
いる。

　新型コロナウィルスの影響で実施できない期間があったが、今後
はオンライン開催など、参加者が安全に利便性良く参加できる方法
での実施を検討する。
　患者や家族が自助・共助を目的とした情報交換を行うことができ
るよう、患者会の協力を得ながら交流の場を設定していく。

長期フォローアップ体制の検討

国は、子ども・ＡＹＡ世代のがんの経験者が治療後の年齢に応じて、継ぎ目
なく診療や長期フォローアップを受けられる体制の整備を進めるため、３年以
内に「小児がん医療・支援のあり方に関する検討会」及び「がん診療提供体制
のあり方に関する検討会」で検討を行い、小児がん拠点病院とがん診療連携拠
点病院等の整備指針の見直しを行うこととしています。
　県は、国の動向を踏まえて今後の方策を検討していきます。

県

　国が進めている小児がん医療・支援についての検討結果を踏まえ
ながら、小児がん拠点病院・小児がん連携病院等と成人医療施設と
の連携や、県内の医療機関の長期フォローアップ体制等の実態把握
方法について検討を進めている。
 また、千葉大学医学部附属病院に県が移行期医療支援センターを
設置しており、子ども・ＡＹＡ世代のがんの経験者、患者が年齢に
応じた適切な医療を受けることができるように支援している。

　千葉県小児がん診療医療機関実態調査にて、小児がん治療を行っ
ている医療機関の長期フォローアップ外来設置の有無や受入れ体制
等の実態把握を行い、共通の課題把握や必要な支援を検討する。
　また、地域における子ども・ＡＹＡ世代のがんの経験者、患者の
移行支援を行える人材の育成について検討し、小児科から成人診療
科への受診の移行が円滑に遂行されるよう、両科の連携強化に努め
る。
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